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甲賀・湖南成年後見センター ぱんじー H27年度事業計画 

平成２7年４月１日～平成２8年３月３１日 

事業名 事業内容 事業の方針 具体案 

相談事業 成年後見制度の利用等についての法律・福

祉専門職による相談事業、申立支援事業 

・既存の相談機関と連携しながら地域住民や福祉、医療関係者から

の相談を受ける。 

・成年後見センターだけでは解決や助言が困難な事例については、

適切な機関や団体と連携していく。 

①総合相談 

②権利擁護相談（虐待対応も含む） 

③成年後見制度に関する相談 

④出張相談会（１回／月 各地に出向く） 

⑤専門職相談（弁護士相談 第２木曜・司法書士相談 第４木曜） 

⑥成年後見制度申立支援 

⑦虐待等権利擁護支援に関する助言 

普及・啓発・研修事

業 

成年後見制度を広く知ってもらうための

普及啓発事業 

 ①ホームページの継続的な更新 

②広報紙の発行（４月・７月・１０月・１月） 

③関係機関への出前講座（権利擁護、虐待、成年後見制度等） 

④研修会・相談会の企画・運営 

⑤アンケート調査の実施 

（出前講座や研修会などの参加者にアンケートを募り、関係者のニーズを掘り起こす） 

権利擁護支援シス

テム推進事業 

甲賀・湖南権利擁護支援システム推進委員

会 

甲賀圏域における権利擁護支援について、甲賀、湖南両市と協働して

権利擁護センターと行政との連携についてより具体的に検討をすす

める。 

①委員会の開催（年３～４回） 

②ＡＳ－Ｊアドバイザー事業の利用 

③高齢者・障がい者なんでも相談会の開催（２回／年） 

④支援者支援事業：専門職後見人情報交換会・親族後見人交流会 

支援者支援事業 Ｈ２５年度に実施した圏域の医療福祉関係事業所あてのアンケート

調査で、支援者への支援が明らかとなった。 

今後、権利擁護支援センターを目指すなかで、地域で活動中の成年後

見人等を支援していく。 

権利擁護支援センター機能としても必要なものであると考える。 

①専門職後見人情報交換会・親族後見人交流会 

②高齢者・障がい者なんでも相談会の開催（２回／年） 

③権利擁護支援事例検討会の開催 

市民が参画する権利擁護支援を検討する

事業 

新たな後見等の担い手として、市民後見人が期待されているところ

ではあるが、圏域として求められる市民後見人像を明らかにし、市民

後見人のあり方、養成後の活動支援の仕組みを検討する。 

また、既存の権利擁護システムとの関係を整理し、市民後見人がどの

ようなシステムの中に構成されていくことが望ましいのかを検討す

る。 

H27年度末には、甲賀圏域での市民後見人の養成に関する方向性を

明らかにし、H28年度以降の養成講座開講を目指す。 

①先進地視察 

②圏域における市民後見のあり方検討会を開催 

③地域における権利擁護支援に関する市民向け講座 

 

 

 

 

成年後見等に関す

る事務の提供 

法人後見等受任に向けての基盤づくり 圏域における法人後見受任に対する期待は大きい。しかし、法人とし

て後見等受任を担うためには、後見事務処理能力、相談員の知識、技

術の向上、さらには、家庭裁判所との関係作りや法人内の監督機能な

ど、体制作りが優先されるべきだと考えられる。 

家庭裁判所や地域から法人後見受任者として適切な法人と認められ

るための財政基盤、体制基盤作りを行い、H28年度からの法人後見

受任を目指す。 

①職員の体制整備と強化 

②家庭裁判所との連携 

③職員の研修（地域の高齢者、障がい者福祉サービス事業所での研修、県内の権利擁護支援事業を行 

う事業所での研修等） 

 

 

その他付随する事

業 

成年後見センターと地域関係者のネット

ワークを構築するための事業 

 

地域内外の権利擁護支援関係者と連携共働し、よりよい支援を目指

す。 

①甲賀地域障害・者サービス調整会議への参加 

②虐待事例検討会議への外部委員としての出席 

③滋賀県権利擁護支援ネットワークへの参加 

④その他 各関係機関への会議（地域ケア会議、個別ケース会議等）へ出席し、連携を図る 

 


